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動の Social Action の側面を生かした学習として、気づきを提言したり発信したりしていくプロセスを盛り込んだも
のになっていないこと、ねらいの明確化や学習過程における「感得」の有無に関すること、必修教科としての導入に
は困難が伴うこと、学習成果を教科学習へ還元する必要性があることである。これはボランティア活動の諸相からボ



































の教育論や成人教育論からの考察を行い、海外の実践としては英国の Citizenship Education と米国の Service 
Learning を分析している。 
 「カリキュラムを体系的に捉える試み」では、高等教育におけるボランティア学の内容構成を類型化し、次に初等・
中等教育におけるボランティア学習実践における構成要素が分析されている。こうした作業をもとに E.C. Wragg の
キュービックカリキュラムをヒントにした「ボランテイア学習のキュービックカリキュラム」を策定し、ボランティ
ア学習の学習過程を含む内容構成をキュービックに投影することで、カリキュラムを体系化することができることを
明らかにした。 
 本論文はボランティア学習に関する包括的な研究であり、今後のボランティア学習の研究・実践における重要な分
析と考察を含み、この分野の研究に大きく寄与するもので博士号授与に値すると評価できる。 
